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ひ
と
つ
の
イ
チ
ゴ
の
花
に
は
雌め

し
べ
が
数
百
本
あ
り
、
全
部

の
雌め

し
べ
に
受
粉
さ
せ
な
い
と
形
の
良
い
実
（
花か
た
く托
）
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
受
粉
を
さ
せ
る
た
め
に
ハ
チ
（
セ
イ
ヨ

ウ
ミ
ツ
バ
チ
）
を
利
用
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
チ
ゴ
の
花
に
は
、
花
粉
や
花
蜜
が
少
な
い
た
め
、

ハ
チ
に
は
、
別
に
餌
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

春をよぶ
イチゴの花
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平
成
29
年
11
月
９
日
、（
一
社
）

神
奈
川
県
農
業
会
議
が
、
海
老
名

市
文
化
会
館
に
お
い
て
、
平
成
29

年
度
神
奈
川
県
農
業
委
員
会
大
会

を
開
催
し
、
本
市
の
農
業
委
員
を

は
じ
め
、
県
内
の
農
業
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ら
約

７
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
大
会
運
営
委
員
で

あ
り
、
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合

会
会
長
も
務
め
る
鳥
海
久
元
秦
野

市
農
業
委
員
会
会
長
が
、
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
本
県
農
業
の
振
興

に
関
わ
る
課
題
と
新
た
な
農
業
委

員
会
制
度
の
着
実
な
推
進
に
関
す

る
要
望
」、「
農
地
の
保
全
と
有
効

利
用
対
策
に
関
す
る
要
望
」、「
担

い
手
・
経
営
対
策
に
関
す
る
要

望
」、「
農
業
委
員
会
活
動
の
強
化

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
の
４
議

案
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
在
任
農
業
委
員
会

会
長
表
彰
を
は
じ
め
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
地
域
の
農
業
振
興
に

　

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
の

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の

委
員
の
選
出
方
法
は
、
市
長
が
市

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

設
置
さ
れ
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
選
出

の
イ
メ
ー
ジ
は
左
図
の
と
お
り
で

す
。

　

こ
の
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
各

委
員
の
定
数
を
条
例
に
よ
り
制
定

し
ま
し
た
。
委
員
の
定
数
は
12
名

で
す
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
は
12
名
で
、
担
当
地
区

ご
と
に
定
数
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
定
数
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　

各
委
員
の
募
集
は
、
３
月
20
日

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

秦
野
市
農
業
委
員
会
は
、
平
成

30
年
６
月
21
日
か
ら
、
新
制
度
に

基
づ
き
、
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

貢
献
し
た
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
鳥
海
会
長

平
成
29
年
度 

神
奈
川
県
農
業
委
員
会
大
会

「
本
県
農
業
の
振
興
に
関
わ
る
課
題
と
新
た
な
農
業
委
員

会
制
度
の
着
実
な
推
進
に
関
す
る
要
望
」
な
ど
を
決
議

「
秦
野
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
る

農業委員会の委員

定数 １２名 原則過半数を認定農業者とする。
利害関係を有しない者、女性・青年を含む。

農地利用最適化推進委員
担当
地区 本町 南 東 北 大根 西 上

定数 １名 １名 ３名 ２名 １名 ２名 ２名

農業委員会の委員・農地利用最適化推進委員の選出イメージ

地域の農業者や農業団体（地域の代表として）
推薦・公募

同意
任命 委嘱

市長
推薦・公募の情報を整理・公表

市議会

農業委員会の委員 農地利用最適化推進委員

市　長

候補者が定数を超えた場合は、
選考委員会で審議し、市長に報告

農業委員会
推薦・公募の情報を整理・公表

農業委員会

候補者が定数を超えた場合は、
農業委員会で選考
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「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」（
塾
長
：

秦
野
市
長
、
副
塾
長
：
秦
野
市
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
及

び
秦
野
市
農
業
委
員
会
会
長
）
と

は
、
新
た
な
農
業
の
担
い
手
づ
く

り
と
し
て
、
新
規
就
農
や
農
業
参

画
を
希
望
す
る
市
民
に
対
し
て
、

本
市
独
自
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度

で
、
新
規
就
農
コ
ー
ス
（
新
た
に

農
業
者
と
し
て
営
農
を
希
望
す
る

人
、
農
業
を
開
始
す
る
農
業
後
継

者
向
け
。）、
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー

ス
（
農
業
の
基
礎
知
識
を
習
得
し

た
い
人
、
市
民
農
園
等
を
利
用
し

た
い
人
向
け
。）、
農
産
加
工
セ
ミ

ナ
ー
コ
ー
ス
（
農
産
加
工
の
製
造

販
売
を
始
め
た
い
人
向
け
。）
の

３
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
閉
講
式

　

２
月
３
日
に
、
平
成
29
年
度
は

だ
の
市
民
農
業
塾
の
閉
講
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
修
了
生
は
、
新

規
就
農
コ
ー
ス
５
名
、
基
礎
セ
ミ

ナ
ー
コ
ー
ス
８
名
、
農
産
加
工
セ

ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
17
名
、
計
30
名
で

し
た
。
出
席
し
た
秦
野
市
農
業
委

　

平
成
30
年
１
月
30
日
か
ら
31
日

に
か
け
て
、
愛
知
県
東
海
市
等
に

お
い
て
、
県
外
農
業
優
良
事
例
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

東
海
市
農
業
委
員
会
で
は
、
平

成
29
年
７
月
20
日
か
ら
新
制
度
に

基
づ
き
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
状

況
等
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
果
樹
の
栽

培
技
術
等
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
12
月
18
日
に
、
中
地

方
農
業
委
員
会
連
合
会
が
、
埼
玉

県
日
高
市
及
び
川
越
市
に
お
い
て

優
良
事
例
視
察
研
修
会
を
行
い
、

本
市
農
業
委
員
も
多
数
参
加
し
ま

し
た
。

　

日
高
市
で
は
、
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム

に
お
い
て
、
生
産
か
ら
加
工
ま
で

を
行
う
完
全
一
貫
経
営
に
つ
い
て
、

川
越
市
で
は
、
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
管

内
の
大
型
農
産
物
直
売
所
に
お
い

て
、
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

員
で
も
あ
る
山
口
政
雄
秦
野
市
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鳥
海
久
元
秦
野
市
農
業
委

員
会
会
長
が
励
ま
し
の
こ
と
ば
を

修
了
生
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
講
式

　

３
月
３
日
に
、
平
成
30
年
度
は

だ
の
市
民
農
業
塾
の
開
講
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は
、
新

規
就
農
コ
ー
ス
８
名
、
基
礎
セ
ミ

ナ
ー
コ
ー
ス
10
名
、
農
産
加
工
セ

ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
19
名
、計
32
名（
重

複
除
く
。）
で
す
。

　

高
橋
昌
和
秦
野
市
長
や
鳥
海
久

元
秦
野
市
農
業
委
員
会
会
長
が
出

席
し
、
受
講
生
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

山口農業協同組合代表理事組合長

高橋市長鳥海農業委員会会長

　
全
国
農
業
新
聞

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
最
新

の
農
業
情
勢
の
提
供
と
解
説
、

先
進
農
家
の
経
営
紹
介
、
農

業
入
門
な
ど
読
ん
で
役
立
つ

情
報
が
満
載
で
す
。

○
毎
週
金
曜
日
発
行

○
購
読
料
月
７
０
０
円

○
お
申
し
込
み
は
、
地
元
の

農
業
委
員
、
ま
た
は
事
務
局

ま
で
。

☎（
８
２
）９
６
５
４

（一社）神奈川県農業会議
農政活動協力金

ご協力ありがとうございました
協力金額 ９１２，０００円

　毎年お願いしている（一社）神奈川県農
業会議農政活動協力金につきましては、
本年度は１，８２４戸の農業者の皆様に
ご協力いただきました。
　誠にありがとうございました。
　この農政活動協力金は、（一社）神奈川
県農業会議が行う農政対策活動に充てら
れます。詳しくは、前号をご覧ください。

は
だ
の
市
民
農
業
塾

県
外
農
業
優
良
事
例

調
査
研
修
会

中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

優
良
事
例
視
察
研
修
会

は
だ
の
市
民
農
業
塾
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加
藤　

菊
恵
（
渋
沢
）

新
規
就
農
か
ら

　
一
年
が
経
っ
て

　

夫
が
農
家
を
目
指
し
、
夫
の
地

元
で
あ
る
秦
野
に
来
て
か
ら
約
３

年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
夫
は

「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」
で
の
２

年
間
の
研
修
を
経
て
、
約
１
年
前

に
新
規
就
農
し
、
現
在
は
夫
婦
で

露
地
野
菜
と
茶
の
栽
培
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
し
て
大
変
だ
っ
た
こ

と
の
一
つ
は
、
住
ま
い
の
問
題
で

し
た
。
当
時
、
私
た
ち
は
ア
パ
ー

ト
暮
ら
し
で
し
た
が
、
ア
パ
ー
ト

で
は
出
荷
調
整
や
農
機
具
の
保
管

が
難
し
く
、
大
変
苦
労
を
し
ま
し

た
。
重
い
里
芋
の
収
穫
か
ご
を
持

っ
て
外
階
段
で
２
階
に
上
が
っ
た

り
、
キ
ッ
チ
ン
は
出
荷
前
の
野
菜

で
溢
れ
か
え
っ
た
り
し
ま
し
た
。

せ
め
て
外
に
水
道
が
あ
れ
ば
、
小

さ
な
庭
で
も
あ
れ
ば
と
毎
日
思
い

な
が
ら
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
昨
年
８
月
に
、

今
の
住
ま
い
を
見
付
け
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
北
地
区
に
あ
る
畑

か
ら
は
離
れ
て
し
ま
う
の
で
悩
み

ま
し
た
が
、
こ
こ
峠
地
区
に
引
っ

越
す
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

縁
あ
っ
て
移
り
住
ん
だ
峠
地
区

で
す
が
、
こ
こ
に
来
て
地
域
の
人

た
ち
の
温
か
さ
に
触
れ
、
地
域
の

一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
峠
に
は
峠
漬
と
い
う
約

40
年
続
く
漬
物
が
あ
り
ま
す
が
、

技
術
を
継
承
さ
れ
て
い
る
方
々
の

高
齢
化
が
進
み
、
加
工
の
継
続
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
伝
統
の
味
を
絶
や
し
て

は
い
け
な
い
と
、
少
数
の
有
志
の

方
々
で
続
け
ら
れ
て
い
る
活
動
に
、

私
た
ち
家
族
も
参
加
し
な
い
か
と

の
お
声
掛
け
を
頂
き
ま
し
た
。
先

日
、
初
め
て
作
業
に
参
加
し
ま
し

す
が
、
田
畑
や
農
具
を
持
た
ず
、

元
々
農
家
で
は
な
い
私
た
ち
が
一

か
ら
農
業
を
始
め
る
と
い
う
の
は
、

本
当
に
大
変
な
こ
と
と
日
々
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
地
域

の
方
々
と
助
け
合
い
、
諸
先
輩
方

に
ご
教
示
頂
き
な
が
ら
、
新
規
就

農
者
の
目
標
と
な
れ
る
よ
う
な
農

家
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

た
が
、
私
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な

伝
統
の
食
品
を
作
る
こ
と
は
初
め

て
で
、
と
て
も
新
鮮
で
、
楽
し
く

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

新
参
者
の
私
た
ち
で
す
が
、
微
力

な
が
ら
伝
統
の
味
を
継
承
す
る
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
家
族
の
農
業
生
活
は
、

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

　

私
の
家
は
、
鶴
巻
で
江
戸
末
期

頃
か
ら
農
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昔
は
養
蚕
、
葉
た
ば
こ
の
栽
培
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
、
両
親
が
始
め
た
葉
物
野
菜
を

施
設
で
周
年
栽
培
す
る
こ
と
を
中

心
に
行
い
、
そ
の
他
に
も
露
地
野

菜
の
栽
培
や
水
稲
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

私
が
、
農
業
を
漠
然
と
で
す
が

志
し
た
の
は
、
中
学
生
の
頃
で
し

た
。
そ
の
頃
は
、
本
当
に
何
と
な

く
将
来
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的
に

ど
う
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
特
に

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
校

卒
業
後
、「
か
な
が
わ
農
業
ア
カ

デ
ミ
ー
」
に
入
学
し
、
初
め
て
栽

培
の
方
法
や
、
そ
の
他
の
作
業
等

を
学
び
ま
し
た
。
農
業
ア
カ
デ

ミ
ー
卒
業
後
は
、
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
に
非
常
勤
職
員
と
し
て
就
職

し
ま
し
た
。
そ
の
数
年
の
間
に
は
、

専
門
的
な
知
識
や
、
実
家
以
外
の

農
家
の
経
営
方
法
や
考
え
方
等
に

触
れ
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
秦
友
会

に
入
会
し
、
同
年
代
の
人
た
ち
と

話
を
し
た
り
、
情
報
を
交
換
し
た

り
す
る
な
ど
し
て
、
漠
然
と
し
て

い
た
考
え
に
少
し
ず
つ
形
が
つ
い

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
祖
父

の
他
界
を
機
に
就
農
し
、
今
年
で

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

就
農
し
て
２
年
、
ま
だ
ま
だ
考

え
が
至
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
減
少
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の

輸
出
入
の
規
制
の
緩
和
、
食
品
に

対
す
る
消
費
者
の
考
え
方
の
変
化

等
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
変

化
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

も
農
業
を
続
け
て
い
く
な
ら
、
今

起
こ
っ
て
い
る
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
へ
の
変
化
は
も
ち
ろ
ん
、
今

後
変
化
し
て
い
く
部
分
に
も
何
か

し
ら
順
応
し
、
変
わ
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
個
人
は
、
こ
の
２
年
間
で
多

く
の
失
敗
も
し
ま
し
た
。
ま
だ
、

前
年
に
失
敗
し
た
こ
と
や
成
功
し

た
こ
と
か
ら
、
翌
年
の
作
目
や
栽

培
面
積
等
を
、
得
た
知
識
や
も

ら
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
て
い
る
段

階
で
す
。
最
終
的
に
は
生
産
力
の

向
上
や
、
品
質
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤　

勇
介
（
鶴
巻
）

私
と
農
業

と
考
え
る
人
が
出
て
く
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
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農
地
を
貸
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
看
板
制
度
が
あ
る

と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。

農
地
を
貸
し
た
い
意
向
を
示

す
に
は
、
農
地
中
間
管
理
機

構
（
市
で
も
可
）
に
貸
付
希
望
申

出
書
を
提
出
す
る
、
市
に
人
・
農

地
プ
ラ
ン
調
査
票
を
提
出
す
る
、

農
地
銀
行
（
農
業
委
員
会
）
に
賃

貸
等
委
託
申
出
書
を
提
出
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
農
地
銀
行
を
利
用
す
る
と

き
、
別
途
申
込
み
に
よ
り
、
貸
出

情
報
（
所
在
地
・
面
積
・
賃
借
料

等
）
を
記
載
し
た
看
板
を
、
そ
の

農
地
に
設
置
す
る
こ
と
を
看
板
制

度
と
い
い
ま
す
。
こ
の
看
板
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
そ
の
農
地
の
情

報
と
状
況
が
一
目
で
見
る
こ
と
が

で
き
、
借
受
け
の
判
断
が
つ
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
看
板
を

見
た
こ
と
で
、
新
た
に
借
り
た
い

と
考
え
る
人
が
出
て
く
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
29
年
11
月
～
平
成
30
年
２
月
）

●
総
会

　

11
月
24
日
、
12
月
25
日

　

１
月
25
日
、
２
月
26
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
・
面
積
は
下
表

の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

　

11
月
16
日
、
12
月
15
日

　

１
月
18
日
、
２
月
15
日

●
編
集
委
員
会

　

１
月
25
日
、
２
月
26
日

●
神
奈
川
県
農
業
委
員
会
大
会

　

11
月
９
日

●
県
外
農
業
優
良
事
例

　
調
査
研
修
会

　

１
月
30
日
〜
31
日

●
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

　
優
良
事
例
視
察
研
修
会

　

12
月
18
日

支援
センター
通信

「
み
そ
づ
く
り
」

（
荒
廃
農
地
解
消
事
業
啓
発
活
動
）

　

荒
廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
と
協
働
し
て
荒
廃

農
地
解
消
事
業
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、
東
田
原
地
内
の

農
地
で
、
市
立
東
小
学
校
児
童

と
一
緒
に
栽
培
し
た
ダ
イ
ズ
で
、

２
月
24
日
に
、
み
そ
づ
く
り
を

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
６
名
の
児
童
は
、

ゆ
で
て
潰
し
た
ダ
イ
ズ
に
、
麹

や
塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
そ
れ
を

空
気
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
丁

寧
に
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
い
ま
し

た
。

農地の賃借料情報

　平成２９年１月から１２月までに、利用
権設定により賃貸借された農地の賃借料
（１０ａ当たり）は、下表のとおりです。

※農地の区分、平均額、最高額、最低額を賃
　借料情報として提供します。（施設野菜・施
　設花卉及び現物支給は除く。）
※金額は、１件ごとに百円未満を四捨五入し
　て集計したものです。
※データ数は、集計に用いた件数（筆数）です。

区
分

平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

データ数
（件）

田 10,200 11,100  9,200  2

畑  9,400 22,400  4,100 58

■総会の主な審議案件と件数・面積

審　議　案　件 件　数 面　積（㎡）

耕作目的の売買・賃借（3 条許可）  5 10,736.00

市街化調整区域内の転用（4・5 条許可）  6 12,409.47

市街化区域内の転用（4・5 条届出） 94 60,932.43

利用権の設定 30 54,782.00

相続税納税猶予  3 21,802.80
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平
成
29
年
11
月
25
日
（
土
）
に

堀
山
下
・
堀
西
地
区
で
、
「
丹
沢

秦
野
農
園
ハ
イ
ク
（
主
催
：
丹
沢

秦
野
観
光
農
業
研
究
会
）
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
川
公
園
が
あ
る
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
の
中
で
行
わ
れ
た
、
収
穫

体
験
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
組
み
合
わ

せ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
回
で

19
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
者

は
２
８
８
名
に
も
上
り
、
大
変
好

評
で
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

　

平
成
29
年
11
月
17
日
（
金
）
か

ら
19
日
（
日
）
に
か
け
て
「
第
53

回
秦
野
市
農
産
物
品
評
会
（
主

催
：
秦
野
市
農
産
物
品
評
会
実
行

委
員
会
）
」
が
、
秦
野
市
農
業
協

同
組
合
本
所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
は
、
夏
秋
の
曇
雨

天
・
低
温
や
台
風
に
よ
り
栽
培
管

理
が
大
変
厳
し
い
天
候
で
し
た
。

　

こ
の
天
候
不
順
の
な
か
、
出

品
数
は
昨
年
よ
り
若
干
少
な
く

３
４
５
点
で
し
た
が
、
い
ず
れ
も

優
秀
な
も
の
で
、
優
秀
賞
20
点
を

は
じ
め
１
２
０
点
が
褒
賞
と
な
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
「
丹
沢
秦
野
農
園
ハ
イ
ク

動
画
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
農
産
課
（
☎

８
２-

９
６
２
６
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
に
入
り
、
全
国
的
に
大
雪

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
比
較
的

降
雪
の
少
な
い
秦
野
で
す
が
、
そ

れ
で
も
降
る
と
４
年
前
の
雪
害
を

思
い
出
し
、
不
安
が
募
り
ま
す
。

　

栽
培
を
す
る
上
で
、
ど
ん
な
に

施
設
を
整
備
し
て
環
境
を
整
え
て

も
、
一
番
大
切
な
の
は
太
陽
の
力

で
す
。
泣
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
自
然
の
力
を
あ
り
が
た

く
感
じ
な
が
ら
共
存
し
て
い
き
た

い
で
す
。

（
編
集
委
員　

小
島　

有
実
）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向

上
と
農
業
者
の
確
保
を
目
的
と
す
る
公
的
年
金
制
度
で
、
次
の
条

件
を
満
た
せ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

◎ 

年
間
農
業
従
事
日
数
が
60
日
以
上

　

◎ 

60
歳
未
満
の
方

　

◎ 

国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

ま
た
、
確
定
拠
出
型
の
年
金
で
、
次
の
長
所
が
あ
り
ま
す
。

　

◎ 

年
金
額
が
加
入
者
数
・
受
給
者
数
に
影
響
さ
れ
な
い

　

◎ 

保
険
料
は
全
額
控
除
対
象

　

◎ 

保
険
料
の
国
庫
補
助
（
一
定
の
要
件
が
必
要
）

　
お
問
い
合
せ

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎（
８
２
）９
６
５
４

　
　

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎（
８
１
）７
８
０
０

審査の様子

農産物品評会
優秀農産物が出品される

丹沢秦野農園ハイク開催
大好評を迎える


